
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

5,000,000

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

0001-06-01-05-003-01-02

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

補助金

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

99.7％

細　節 金　額

5,000,000

細　節 金　額

補助金 5,000,000

計
画

JAしおのやが運営する「とも補償事業」に農業者（拠出金）と町が補助することにより基金を造成
し、農事組合活動費や産地づくり交付金を補完する形で補助します。

実
績

指　標 目　標　値 達　成　値

米生産目標数量の達成率

100％以下

事務事業名 町単新生産調整対策事業費補助

担当部課 建設産業部　産業課
担　当 農業政策担当

リーダー 小菅　真守

JAしおのやが運営する「とも補償事業」に農業者（拠出金）と町が補助金を支出し、基金を造成し
ました。
この基金を活用し、農事組合活動費として補助金を支出し、農事組合を支援しました。また、国か
らの産地確立交付金では十分に賄えない部分や、町の推進する農産物等に補助金を交付しまし
た。

どのような成果が現れます（現れました）か？

農業者団体であるJAしおのやが運営する「とも補償事業」を実施しすることにより、農業者を中心とし
た農業政策が推進されます。
今後の少子高齢化の進行や産地間競争の激化等を考えた場合、農業者・生産者団体・行政が一体
となって事業を推進することは、特色ある産地づくりや担い手の育成等が推進されます。また、農事
組合活動を充実することにより、集落内での米生産調整が効率よく推進され、米生産目標未達成に
よる国のペナルティ（農業関係補助金等のカット・減額）回避にもつながります。

各農事組合が活動費を活用し、地域の状況に応じた計画的な生産調整を実施することが出来まし
た。そのことにより、米の生産調整も効率よく推進され、目標数量を余すことなく達成できました。ま
た、生産調整の計画段階から、町とＪＡが各農事組合の指導にあたることにより、とも補償基金を活用
し、特色ある産地づくりや担い手の育成等が推進されました。
結果として、従来に引き続き米生産調整の達成率は県内トップクラスであり、転作面積10a当りの国か
らの交付額（産地確立交付金等）も県内トップクラスの額を維持することが出来ました。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

補助金

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

流用額

決　算

財
　
源

0

5,000,000

地方債

計　画 実　績 特　記　事　項

補正予算額 0

5,000,000

5,000,000

0

その他の特定財源

計

差引（一般財源）

5,000,000

5,000,000

受益者負担金

0

国庫支出金

県支出金

5,000,000

予算現額

決算額

予
　
算

当初予算額

5,000,000

5,000,000




